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中間業績予想の修正に関するお知らせ 
 

直近の業績の動向等を踏まえ、平成 19年 5月 10日の決算発表時に公表した平成 20年 3月期(平成 19
年 4月 1日～平成 20年 3月 31日)の中間期業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいた
します。なお、通期の業績予想に修正はありません。 

 
記 

 
１．平成 20年 3月期 中間期業績予想数値の修正（平成 19年 4月 1日～平成 19年 9月 30日） 
（１）連結                                 （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想  （ Ａ ） １３，６００ ６１０ ４８０ ３７０ 

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ） １３，６００ ９７０ ９４０ ６６０ 

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） － ３６０ ４６０ ２９０ 

増 減 率 （ ％ ） － ５９．０ ９５．８ ７８．４ 

前期(平成 19 年 3 月期中間) 
実 績 １３，９３９ ８１４ ７８７ ９３３ 

 
（２）個別                                 （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想  （ Ａ ） １０，３００ ２３０ １８０ ７０ 

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ） １０，３００ ４００ ３４０ １８０ 

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） － １７０ １６０ １１０ 

増 減 率 （ ％ ） － ７３．９ ８８．９ １５７．１ 

前期(平成 19 年 3 月期中間) 
実 績 １０，９８５ ２６４ ２４４ ５９ 

 



 
２．修正の理由 
国内においては、経費の効率的運用と利益率重視の販売戦略が軌道に乗り、収益性が大幅に改善しま

した。 
海外においては、米国子会社、上海子会社の黒字定着化に加え、アジア地域全般を担当する香港子会

社の業績が引続き好調に推移しました。 
この結果、連結・個別ともに、売上高は目標を達成し、利益は前回見込みを大幅に上回る見通しとな

りました。 
なお、通期の業績予想につきましては、国内では需要動向の変化および価格競争の激化などの不安定

要因に加え、経済情勢の不透明さもあり、また、海外においては、米国の景気減速懸念及び原材料の高

騰に伴うコストアップなどの悪影響も予想されることから、連結・個別ともに当初予想からの変更はご

ざいません。 
 
【業績予想に関する留意事項】 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
 
 
 

以上 
 


